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湧水保全フォーラム全国大会に

出席されるため、3年ぶりに当市

を訪れた秋篠宮さまが10月29日、
宝慶寺と和泉郷土資料館を見学さ
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名水きらりちゃん

未
来
へ
残
そ
う
！
貴
重
な
水
資
源

－
湧
水
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
国
大
会
－

秋
篠
宮
さ
ま
を
お
迎
え
し
て

「
湧
水
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
国
大
会
i
n
越
前

お
お
の
」
が
十
月
三
十
日
、
秋
篠
宮
さ
ま
を
お

迎
え
し
て
学
び
の
里
「
め
い
り
ん
」
で
開
か
れ

ま
し
た
。
全
国
で
湧
水
保
全
活
動
に
取
り
組
む

団
体
や
市
民
な
ど
が
一
堂
に
会
し
、
今
、
何
を

す
べ
き
か
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

「
名
水
の
ま
ち
」
の
象
徴

大
野
市
は
古
く
か
ら
地
下
水
が

豊
富
で
、
清
ら
か
な
湧
水
に
恵
ま

れ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
市
内

に
は
名
水
百
選
に
選
ば
れ
た
「
御

清
水
」
を
は
じ
め
、
六
カ
所
の
湧

水
な
ど
が
県
の
「
ふ
く
い
の
お
い

し
い
水
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
、
地
下
水
位
の
低

下
に
伴
い
、
湧
水
の
枯
渇
な
ど
の

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
「
名

水
の
ま
ち
」
と
い
わ
れ
る
大
野
市

の
湧
水
を
こ
れ
か
ら
も
守
り
伝
え
て

い
く
た
め
に
は
、
水
資
源
や
水

環
境
、
市
民
生
活
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
か
ら
保
全
活
動
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

大
野
市
と
大
野
市
名
水
を
活
か

し
た
水
先
案
内
実
行
委
員
会
で
は
、

こ
の
限
り
あ
る
貴
重
な
湧
水
を
未

来
の
子
ど
も
た
ち
に
残
し
て
い
く

た
め
、
全
国
の
保
全
活
動
を
学
び
、

そ
の
取
り
組
み
を
情
報
発
信
し
、

確
認
し
あ
う
こ
と
を
目
的
に
、
全

国
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
の
「
ト
ゲ
ウ
オ
全

国
サ
ミ
ッ
ト
i
n
O
N
O
」
以
来
、

三
年
ぶ
り
に
来
訪
さ
れ
た
秋
篠
宮

さ
ま
は
、
開
会
行
事
の
中
で
「
地

球
上
の
生
き
物
に
と
っ
て
水
は
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
も
の
。

近
年
の
水
環
境
の
悪
化
に
対
し
、

き
れ
い
な
水
を
大
切
に
守
ろ
う
と

す
る
活
動
が
全
国
で
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
聞
き
、
非
常
に
喜
ば
し

い
こ
と
と
思
い
ま
す
」
と
お
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
る
秋
篠
宮
さ
ま

寸劇を披露する有終西小学校の児童



有
西
小
児
童
の
発
表
な
ど

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
財
団

法
人
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
セ
ン

タ
ー
の
竹
村
公
太
郎
理
事
長
が

「
水
辺
と
子
ど
も
の
心
」
と
題
し

基
調
講
演
。
そ
の
後
、
「
日
本
水

大
賞
」
の
第
八
回
大
会
で
大
賞
を

合
同
受
賞
し
た
、
足
羽
川
堰
堤
土

地
改
良
区
連
合
と
福
井
県
立
福
井

農
林
高
等
学
校
環
境
土
木
部
（
と
も
に

福
井
市
）
が
受
賞
内
容
を
発

表
し
ま
し
た
。

湧
水
保
全
の
取
り
組
み
発
表
で

は
、
有
終
西
小
学
校
の
四
年
生

四
十
七
人
が
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
出

て
く
る
お
い
し
い
地
下
水
を
ず
っ

と
飲
み
続
け
る
た
め
に
▼
水
は
出

し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
▼
お
ふ
ろ

の
水
は
洗
濯
に
使
う
－
な
ど
、
自

分
た
ち
で
で
き
る
活
動
を
寸
劇
で

発
表
。
月
光
川
の
魚
出
版
会
（
山
形
県
）
、

五
泉
ト
ゲ
ソ
の
会
（
新
潟

県
）
、
岐
阜
県
立
大
垣
東
高
等
学

校
、
水
み
ち
研
究
会
（
東
京
都
）
も

実
践
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
「
残
そ
う
未
来
の
子
ど
も

た
ち
へ
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
岐
阜
経
済
大
学
教
授
で
本

願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里
の
館
長
を
務

め
る
森
誠
一
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
、
国
土
交
通
省
河
川
局
河
川
環
境
課
河
川
環
境
保
全
調
整
官
の

小
俣
篤
氏
、
岐
阜
県
大
垣
市
長

の
小
川
敏
氏
、
岐
阜
県
海
津
市
長

の
松
永
清
彦
氏
、
岡
田
高
大
大
野

市
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加

し
て
、
行
政
の
役
割
に
つ
い
て
討

論
し
ま
し
た
。

開
成
中
学
校
理
科
部
な
ど
計

三
十
三
団
体
が
参
加
し
て
ポ
ス

タ
ー
掲
示
に
よ
る
発
表
も
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
取
り
組
み
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ポスター発表

「越前おおの名水特産品」

12店舗20商品を

推奨へ
大野市名水を活かした水先案内実行委員会で

は、「越前おおの名水特産品」として推奨する、

大野の名水を活かし製造された加工食品を募集し

ていましたが、このたび応募いただいた次の商品

を推奨することに決定しました。商品にはシール

を張り、取扱店舗にはミニのぼりと推奨状を掲示

するなどしてPRしていきます。

越前おおの名水特産品（順不同。カッコ内は取扱店舗名）

【みそ・加工みそ】大だるまみそ（農事組合法人豆の木）名

水みそ（山元醤油醸造場）はまなみそ（山元醤油醸造場）

【酒】大吟醸（暁）あかつき（株式会社宇野酒造場）源平奥

越前探訪（源平酒造株式会社）花垣特撰大吟醸（有限会社

南部酒造場）

【菓子】白山山ぶどうワインゼリー（奥越菓庵やまうち）

白山山ぶどう羹（奥越菓庵やまうち）でっち羊かん

（奥越菓庵やまうち）透水花地酒ゼリー（奥越菓庵や

まうち）名水水まんじゅう（伊藤順和堂株式会社）

【醤油】まるほしょうゆ（堀醤油店）醤油（濃口上撰）（山元

醤油醸造場）蔵出し醤油（山元醤油醸造場）青豆しょうゆ

（野村醤油株式会社）

【豆腐・豆腐製品】もてら（絹こし豆腐）（有限会社大豆工

房）幸のあお豆とうふ（ゆいファーム農家のとうふ屋さん）

あお豆のあげ（ゆいファーム農家のとうふ屋さん）

【酢】有機純米酢老梅（合名会社河原酢造）

【水】奥越前の水（有限会社南部酒造場）

問大野市名水を活かした水先案内実行委員会事務局

（総合政策課内TEL66・1111内線432）



「早期完成を求める署名」提出

　

中部縦貫自動車道大野油坂道路整備促進連絡協議会が
中心となり実施した「早期完成を求める署名」には、市

内で1万4970人の署名が集まりました。ご協力ありがと

うございました。（なお、沿線4市町合計では6万446人）

　

10月31日、岡田市長のほか、東村新一福井市長職務代
理者、山岸正裕勝山市長、松本文雄永平寺町長が首相官

邸などを訪問し、中部縦貫自動車道の早期完成を要望し

ました。署名は、自由民主党の伊吹文明幹事長に直接手

渡しました。

国
が
中
期
計
画
の
素
案
公
表

大
野
油
坂
道
路

2
車
線
に
変
更
で
「
必
要
」

　

道
路
整
備
に
関
す
る
中
期
計
画
の
素
案
が
十
一

月
十
三
日
、
国
土
交
通
省
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
へ
の
格
上
げ
を
目
指
し
て
い
る
中
部
縦
貫
自

動
車
道
大
野
油
坂
道
路
は
、
四
車
線
か
ら
二
車
線

へ
の
計
画
変
更
を
行
う
こ
と
で
「
費
用
対
便
益
（
※
）
」

が
高
ま
る
と
の
結
果
が
出
ま
し
た
。

　

国
で
は
意
見
聴
取
な
ど
を
行
い
な
が
ら
年
内
に

は
計
画
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

※
費
用
対
便
益
…
建
設
費
や
維
持
費
な
ど
の
総
費
用
と
、
走
行
時
間
短

縮
や
交
通
事
故
減
少
で
得
ら
れ
る
利
益
を
比
較
し
数
値
化
し
た
も

の
。
一
を
基
準
に
数
字
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
整
備
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

1
0
年
間
の
整
備
計
画

　

「
中
期
計
画
」
は
、
昨
年
十
二

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
道
路
特

定
財
源
の
見
直
し
に
関
す
る
具
体

策
」
に
基
づ
き
、
真
に
必
要
な
道

路
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め

の
具
体
的
な
姿
を
示
し
た
も
の
で

す
。
計
画
期
間
は
平
成
二
十
年
度

か
ら
の
十
年
間
。

　

国
で
は
、
こ
れ
ま
で
二
度
に
わ

た
り
意
見
聴
取
を
実
施
し
、
今
回

の
素
案
公
表
と
な
り
ま
し
た
。
年

内
に
は
計
画
を
作
成
す
る
予
定
で

す
。

0
．
9
8
が
1
．
2
3
に

　

今
回
示
さ
れ
た
素
案
で
は
、
全

国
の
高
規
格
幹
線
道
路
百
八
十
七

区
間
の
費
用
対
便
益
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

四
車
線
で
計
画
さ
れ
て
い

る
大
野
油
坂
道
路
の
費
用
対
便
益

は
〇
．
九
八
。
こ
れ
を
二
車
線
化

に
計
画
変
更
す
る
こ
と
で
、
一
．

二
三
に
上
昇
し
、
早
期
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
機
能
が
確
保
で
き
る
と
の

市
政
功
労
者
1
1
人
を
表
彰

　

市
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
携
わ
り
、

そ
の
充
実
と
発
展
に
貢
献
し
た
方
を
表
彰
す
る
市

政
功
労
者
表
彰
式
を
十
一
月
三
日
に
行
い
ま
し

た
。
表
彰
を
受
け
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
参
照
。
敬
称
略
・
順
不
同
）



結
果
が
出
ま
し
た
。

　

な
お
、
永
平
寺
大
野
道
路
は
現

行
ど
お
り
四
車
線
で
整
備
す
る
区

間
と
し
て
、
二
．
七
の
評
価
と

な
っ
て
い
ま
す
。

中
部
縦
貫
道
の
概
要

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
は
昭
和

六
十
三
年
に
国
が
定
め
た
高
規
格

幹
線
道
路
の
う
ち
、
一
般
国
道

1
5
8
号
の
自
動
車
専
用
道
路
と

し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
市
内
に
は
、
福
井
市
か
ら
中

津
川
に
至
る
永
平
寺
大
野
道
路

（
約
二
六
．
四
キ
ロ
）
と
、
中
津
川

か
ら
油
坂
峠
を
結
ぶ
大
野
油
坂
道

路
（
約
三
四
キ
ロ
）
が
通
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
こ
の
道
路

を
「
真
に
必
要
な
道
路
」
と
位
置

づ
け
、
交
通
量
の
多
い
国
道
沿
い

へ
の
P
R
看
板
の
設
置
を
は
じ

め
、
民
間
の
ト
ラ
ッ
ク
や
公
用
車

へ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
張
り
付
け
、
国

や
県
へ
の
要
請
活
動
な
ど
、
積
極

的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
六
月
十
七
日
に
は
市

民
な
ど

約
六
百
人
が
参
加
し
て
「
中
部
縦
貫

自
動
車
道
大
野
油
坂
道
路
早
期
整

備
総
決
起
大
会
」
を
開
催
。
地
元

の
熱
意
を
強
く
示
す
た
め
、
署
名

活
動
も
行
い
、
約
一
万
五
千
人
近

く
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
月
中
に
は
最
終
的
な
中
期
計

画
が
作
成
さ
れ
ま
す
。
今
後
と

も
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
早
期

完
成
に
対
す
る
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
幹
線
道
路
課
幹
線
道
路
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
7
1
）

中部縦貫自動車道油坂峠道路の終点付近。ここから大野
油坂道路が続くことで、東海北陸自動車道を利用した人や
物が福井県内に呼び込めます（東市布）

市民の熱意国に届く

　

今回の中期計画素案に中部縦貫

自動車道（大野油坂道路）が真に

必要な道路として盛り込まれたの

は、大野市民の熱意が地方の声と

して国に届いた結果だと思います。

4車線から2車線へ計画が変更

になりましたが、この道路はとに

かくつながることが大切であり、

道路をつなげるための高度な整備

手法だと理解しております。

今後は、財源確保と一日も早い事業着手に向け、

国に対し強く働きかける等、これまで同様粘り強く
運動を続けていきたいと考えております。

岡田市長

自
治
振
興

　

▼
山
田
敬
（
弥
生
町
1
区
）
行
政

連
絡
事
務
嘱
託
員
（
区
長
）
と
し
て

十
五
年
余
、
地
域
住
民
の
福
祉
向

上
と
地
区
自
治
活
動
に
尽
力

社
会
事
業

　

▼
新
屋
芳
江
（
朝
日
）
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
十
二
年
余
、
市
民
の

人
権
擁
護
活
動
に
尽
力

産
業
振
興

　

▼
吉
田
成
一
（
鍬
掛
）
大
野
鍬
掛

土
地
改
良
区
理
事
及
び
理
事
長
と

し
て
三
十
四
年
余
、
営
農
の
合
理

化
、
生
産
性
の
向
上
を
推
進
す
る

た
め
、
大
区
画
ほ
場
の
区
画
整
理

に
尽
力
▼
常
脇
誠
治
（
西
市
）
大
野

下
庄
第
二
土
地
改
良
区
理
事
及
び

理
事
長
と
し
て
二
十
一
年
余
、
営

農
の
合
理
化
、
生
産
性
の
向
上
を

推
進
す
る
た
め
、
大
区
画
ほ
場
の

区
画
整
理
に
尽
力

保
健
衛
生

　

▼
尾
崎
美
子
（
水
落
町
1
区
）
・

真
柄
陽
子
（
医
王
寺
）
保
健
推
進
員

と
し
て
十
八
年
余
、
健
康
づ
く
り

の
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
健
康

増
進
活
動
に
尽
力

教
育
文
化

　

▼
玉
木
政
博
（
阿
難
祖
地
頭
方
）

大
野
市
ラ
イ
フ
ル
射
撃
協
会
理
事

長
及
び
副
会
長
と
し
て
二
十
四

年
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
な
ど
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
・
発
展
に
寄
与
▼
山

本
輝
昭
（
塚
原
）
冨
田
地
区
体
育
協

会
会
長
及
び
大
野
市
エ
ス
キ
ー
テ

ニ
ス
協
会
会
長
と
し
て
十
八
年

余
、
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
を
は
じ
め

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力

交
通

　

▼
廣
瀬
和
昭
（
友
江
）
交
通
安
全

協
会
理
事
と
し
て
三
十
九
年
余
、

協
会
の
円
滑
な
運
営
と
交
通
安
全

意
識
の
普
及
に
尽
力

消
防

　

▼
酒
井
一
儀
（
尾
永
見
）
消
防
団

員
・
防
犯
隊
員
と
し
て
三
十
年

余
、
地
域
防
災
活
動
と
消
防
の
発

展
、
市
民
生
活
の
安
定
に
寄
与

徳
行
卓
越

　

▼
吉
田
秋
代
（
花
山
）
十
年
余
に

わ
た
り
、
老
人
施
設
等
に
手
作
り

プ
リ
ン
を
寄
贈
す
る
な
ど
、
徳
行

に
よ
り
地
域
福
祉
の
振
興
に
寄
与



年
末
年
始

市
の
業
務

十
二
月
二
十
九
日
（
土
）
か
ら
一
月
三
日
（
木
）
ま

で
、
市
の
一
般
業
務
は
休
み
と
な
り
ま
す
。

市
民
課
窓
口
2
8
日
ま
で

市
民
課
の
窓
口
業
務
は
二
十
八

日
（
金
）
ま
で
で
す
。
住
民
票
と
税
証

明
書
は
二
十
八
日
（
金
）
ま
で
に
電
話

で
予
約
す
れ
ば
、
休
み
の
間
に
当

直
室
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
年
明
け
は
一
月
四
日
（
金
）
か
ら
。

な
お
、
戸
籍
の
届
け
出
（
出
生
、

婚
姻
、
死
亡
な
ど
）
は
、
休
み
の

間
も
当
直
室
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
市
民
課
市
民
窓
口
係
（
T
E
L
6
6

・
1
1
1
1
内
線
4
5
3
）

納
税
窓
口
特
別
に
開
設

納
税
に
関
す
る
相
談
・
納
付
の

特
別
窓
口
を
二
十
九
日
（
土
）
と
三
十

日
（
日
）
に
開
設
し
ま
す
。
時
間
は
両

日
と
も
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

で
す
。

問
税
務
課
納
税
係
（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1

内
線
4
2
1
）

ご
み
収
集
は
2
8
日
ま
で

ご
み
は
二
十
八
日
（
金
）
ま
で
収
集

し
ま
す
。
二
十
九
日
（
土
）
は
ビ
ュ
ー

ク
リ
ー
ン
お
く
え
つ
で
年
末
特
別

受
付
を
実
施
。
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
（
正

午
か
ら
午
後
一
時
は
除
く
）
に
ご

み
を
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

年
明
け
は
一
月
四
日
（
金
）
か
ら
収

集
を
行
い
ま
す
。
十
二
月
二
十
四

日
（
月
）
と
一
月
十
四
日
（
月
）
の
祝
日
は

平
常
通
り
収
集
を
行
い
ま
す
。

問
環
境
衛
生
課
廃
棄
物
対
策
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
4
2
）

し
尿
く
み
取
り
は
早
め
に

し
尿
の
く
み
取
り
業
者
は

二
十
九
日
（
土
）
か
ら
一
月
六
日
（
日
）
ま
で
休

業
と
な
り
ま
す
。
年
末
は
大
変
込

み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
業
者

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

和
泉
地
区
の
く
み
取
り
は
、
毎

月
第
二
・
第
四
水
曜
日
で
す
。
冬

期
間
は
雪
の
た
め
、
く
み
取
り
が

困
難
な
場
合
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
十
二
月
に
限
り
第
三
水
曜

日
（
十
九
日
（
水
）
）
も
業
務
を
行
い
ま

す
。
申
し
込
み
は
、
希
望
日
の
一

週
間
前
ま
で
に
和
泉
支
所
住
民
課

（
T
E
L
7
8
・
2
1
1
1
）
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
課
浄
化
処
理
係

（
T
E
L
6
9
・
9
0
8
2
）

急
患
の
診
療
は

二
十
九
日
（
土
）
か
ら
一
月
三
日
（
木
）

は
、
休
日
急
患
診
療
所
で
急
患
の

診
療
を
行
い
ま
す
。
二
十
九
日
（
土
）

は
午
後
一
時
か
ら
九
時
ま
で
内
科

と
外
科
の
診
療
を
行
い
、
夜
間
は

医
師
が
待
機
し
ま
す
。
三
十
日
（
日
）

か
ら
一
月
三
日
（
木
）
は
内
科
、
外
科

の
ほ
か
、
小
児
科
の
診
療
も
行
い

ま
す
。
（
診
療
時
間
は
下
表
参
照
）

受
診
す
る
際
、
保
険
証
と
服
用

し
て
い
る
薬
の
説
明
書
を
必
ず
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

問
休
日
急
患
診
療
所
（
T
E
L
6
5
・

8
9
9
9
）

12月28日（金）－平成20年1月4日（金）の業務内容

12／28 12／29 12／30 12／31 1／1 1／2 1／3 1／4

（金） （土） （日） （月） （火） （水） （木） （金）

市民課窓口 平常 休 休 休 休 休 休 平常

税務課納税窓口 平常 午前9時－午後4時 休 休 休 休 平常

ごみ収集 平常 休 休 休 休 休 休 平常

し尿くみ取り 平常 休 休 休 休 休 休 休

休日急患診療所（診療内容）
休

午後1時－9時

夜間待機（内科・外科）
午前9時－午後9時

（内科・外科・小児科）
休

※大野市図書館はリニューアル工事中のため、来年2月ごろまで休館しています。



ニ
チ
コ
ン

株
式
会
社

富
田
工
場
を
増
設

来
春
操
業
開
始
、
1
1
人
新
規
雇
用
へ

　

土
布
子
の
青
島
工
業
団
地
で

操
業
を
行
っ
て
い
る
ニ
チ
コ
ン

（
株
）
が
、
富
田
工
場
の
増
設
を
行

う
た
め
十
月
十
九
日
、
工
事
の

安
全
を
祈
願
す
る
式
典
を
行
い

ま
し
た
。

　

増
設
さ
れ
る
の
は
鉄
骨
造
二

階
建
て
で
、
延
べ
床
面
積
が

一
万
四
六
八
平
方
ｍ
。
既
存
の

工
場
の
東
側
に
隣
接
し
て
建
て

ら
れ
、
一
三
一
．
一
ｍ
延
長
さ

れ
ま
す
。
増
設
に
か
か
る
費
用
は

約
五
十
三
億
円
。
来
年
五
月
の

操
業
開
始
と
十
一
人
の
新
規
雇
用

を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

安
全
祈
願
祭
終
了
後
、
ニ
チ
コ

ン
（
株
）
代
表
取
締
役
会
長
の
武
田
一

平
氏
が
市
役
所
を
訪
問
し
、
市
長

と
今
後
の
青
島
工
業
団
地
で
の
増

設
計
画
な
ど
を
懇
談
し
ま
し
た
。

【
ニ
チ
コ
ン
（
株
）
の
概
要
】

一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
十
五
年
）

設
立
。
本
社
京
都
市
。
コ
ン
デ

ン
サ
や
回
路
製
品
の
開
発
、
製

造
、
販
売
を
行
う
。
青
島
工
業

団
地
で
の
操
業
は
一
九
九
九
年

（
平
成
十
一
年
）
七
月
開
始
。

市長と握手を交わす武田一平

ニチコン（株）代表取締役会長（左）

教
育
委
員
長
に
瀧
波
氏

　

十
月
二
十
六
日
に
教
育
委
員
会
が
開

か
れ
、
新
し
い
教
育
委
員
長
に
瀧
波
奎

子
さ
ん
（
中
野
町
一
丁
目
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
任
期
は
一
年
で
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
「
住
民
税
」
に
も
適
用

「
地
震
保
険
料
控
除
」
創
設
／
「
所
得
変
動
経
過
措
置
」
も

　

国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
の
影
響
に
よ

り
、
所
得
税
額
が
大
き
く
減
額
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
伴
う
平
成
二
十
年
度
税
制
改
正
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　

所
得
税
の
税
率
改
正
に
伴
い
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）
と
し
て
控
除

で
き
る
額
が
減
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
平
成
十
八
年
末
ま
で

に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
を
受
け
て
い
る
方
が
、
所

得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を

引
き
き
れ
な
い
場
合
、
申
告
す
る

こ
と
で
そ
の
分
を
住
民
税
か
ら
控
除

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
会
社
の
年
末
調
整
で
所
得
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受

け
て
い
る
方
は
、
年
末
調
整
後

に
会
社
か
ら
送
付
さ
れ
る
源
泉

徴
収
票
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
税

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る

方
は
、
申
告
会
場
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
地
震
保
険
料
控
除

　

損
害
保
険
料
控
除
が
改
正
さ

れ
、
地
震
保
険
料
控
除
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
所
得

税
と
住
民
税
で
地
震
保
険
料
の
金

額
を
控
除
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
短
期
損
害
保
険
契
約

（
十
年
未
満
で
満
期
返
戻
金
が
な
い

損
害
保
険
契
約
）
に
か
か
る
保

険
料
控
除
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

▼
所
得
変
動
経
過
措
置

　

退
職
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
平

成
十
八
年
分
と
比
べ
て
十
九
年
分

の
所
得
が
大
き
く
減
少
し
、
所
得

税
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
場
合
、

所
得
税
で
の
負
担
調
整
が
で
き
な

く
な
り
、
住
民
税
で
の
税
負
担
が

増
加
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
十
九
年
度
の
個
人

住
民
税
額
を
税
源
移
譲
前
の
税
率

に
よ
る
税
額
ま
で
減
額
す
る
経
過

措
置
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
こ
の
経
過
措
置
を

受
け
る
た
め
に
は
、
来
年
七
月
に

税
務
課
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
『
広
報
お
お
の
』

平
成
二
十
年
六
月
号
と
七
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
税
務
課
市
民
税
係
（
T
E
L
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
4
2
5
）

平成20年度

税制

改正



平
成
1
9
年
9
月
末
現
在

市
の
財
政
状
況

　

市
の
財
政
が
ど
う
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
、
皆
さ
ん

が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
十
九
年
九
月
末
現
在
の

財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
予
算
現
額
に

は
十
八
年
度
か
ら
の
繰
越
額
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

おことわり

　

本来予算は千円単位で表示す

ることと定められていますが、

ここでは万円単位で表示し、

1万円未満は四捨五入で端数処

理しています

一般会計

（予算現額160億8863万円）

市の基本的な歳入（収入）・歳出（支出）を

経理する会計です。

歳入（収入済額）75億4031万円

歳出（支出済額）54億8156万円

一
般
会
計

用
語
の
解
説

歳
入
（
収
入
）

■
市
税
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
く
税
金

■
地
方
交
付
税

全
国
ど
こ
で
も
一
定
水
準
の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
財
源
の
不
足
す
る
地
方

公
共
団
体
に
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
税

■
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

市
が
行
う
仕
事
の
経
費
の
一

部
ま
た
は
全
部
を
国
や
県
が

負
担
す
る
お
金

■
繰
入
金

ほ
か
の
会
計
や
基
金
な
ど
か

ら
繰
り
入
れ
た
お
金

■
諸
収
入

市
税
の
延
滞
金
や
預
金
利
子

な
ど
の
お
金

■
市
債
事
業
を
行
う
た
め
借
り
入
れ

し
た
お
金

■
そ
の
他

地
方
譲
与
税
や
地
方
消
費
税

交
付
金
、
自
動
車
取
得
税
交

付
金
な
ど



市民一人（一世帯）当たりいくらになるの？

基金・市債・市税負担の各状況

　

市民一人、一世帯当たりの基金（貯金）・市債（借金）・市税負担の

各状況をお知らせします。なお平成19年9月末現在の人口（3万

8921人）と世帯数（1万2277世帯）の数値で計算しています。

基金（貯金）

市民一人当たり15万4037円

一世帯当たり48万8333円

　

基金は貯金のことで、一般会

計全体で20種類の基金がありま

す。残高は59億9527万円です。

市債（借金）

市民一人当たり57万1227円

一世帯当たり181万925円

　

市債は借金を指し、一般会計、

特別会計、企業会計合わせた残高

は222億3273万円です。

市税負担
市民一人当たり6万2289円

一世帯当たり19万7470円

　

市民の皆さんから納めていただく

市税は市民税や固定資産税、たばこ

税など7種類あり、収入済みの市税

合計額は24億2434万円です。

特別会計
特定の事業を行うため一般会計と区分して経理し、その特殊性

を明らかにするために設けられている会計です。

事業名 予算額
歳入 歳出

収入済額 割合 支出済額 割合

国民健康保険 363，059 141，210 38．9％ 168，393 46．4％

和泉診療所 11，093 5，249 47．3％ 5，076 45．8％

老人保健 453，310 182，734 40．3％ 207，480 45．8％

介護

保険

保険事業勘定 313，566 118，372 37．8％ 118，214 37．7％

サービス事業勘定 1，619 422 26．1％ 506 31．3％

簡易水道 15，084 4，826 32．0％ 4，713 31．2％

農業集落排水 130，292 26，754 20．5％ 55，215 42．4％

下水道 153，675 15，110 9．8％ 66，756 43．4％

合計 1，441，698 494，677 34．3％ 626，353 43．4％

企業会計
民間企業と同じように、事業で得

た収入で支出を賄う、独立採算制

を原則とする会計です。当市の場

合は水道事業が該当します。

収益的収支

【収入】

予算現額12，744万円

収入済額4，314万円（33．9％）

【支出】

予算現額12，744万円

支出済額2，774万円（21．8％）

資本的収支

【収入】

予算現額10，379万円

収入済額3，353万円（32．3％）

【支出】

予算現額12，438万円

支出済額2，878万円（23．1％）

※資本的収支の収入に対する支出

の不足分は留保資金で補てん

歳
出
（
支
出
）

■
総
務
費

人
事
、
財
政
な
ど
の
管
理
費

用
や
、
企
画
、
統
計
な
ど
の

費
用

■
民
生
費

子
育
て
や
高
齢
者
、
障
害
者

な
ど
を
支
援
す
る
費
用

■
衛
生
費

医
療
や
保
健
、
環
境
保
全
、

ご
み
処
理
な
ど
の
費
用

■
農
林
水
産
業
費

農
業
や
林
業
、
水
産
業
（
内

水
面
）
振
興
に
か
か
る
費
用

■
商
工
費

商
店
街
や
企
業
誘
致
、
観
光

の
振
興
に
か
か
る
費
用

■
土
木
費

道
路
、
水
路
、
除
雪
、
公

園
、
住
宅
な
ど
の
費
用

■
教
育
費

幼
稚
園
や
小
中
学
校
（
教
師

の
給
与
除
く
）
の
管
理
運
営

費
用
や
、
社
会
教
育
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
費
用

■
公
債
費

市
債
（
市
の
借
金
）
を
返
済

す
る
た
め
の
費
用

■
そ
の
他

消
防
費
や
議
会
費
、
災
害
復

旧
費
な
ど
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